
 

 

 
Fig. 1 Configuration of measurement.  
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Fig. 2 Waveforms of applied field and detected 

voltage at 10 kHz excitation.  
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Fig. 3 Electromotive force induced in ferrite and 

air core coils. 
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はじめに 

熱ひねり加工を施した FeCoV複合磁気ワイヤは、高速な磁壁移動によって大バルクハウゼンジャンプと呼

ばれる急激な磁化反転を生じ、この周りに検出コイルを設置することでこの磁化反転からパルス出力が得ら

れる 1) 2)。本研究では、このパルスの体内インプラント給電への応用を想定し、交流磁界によりワイヤを励磁

し、整流回路とコンデンサによって定電圧化を行った。

実験方法 

Fig.1 に示すように、ワイヤの周りに給電用検出

コイルを設置し、さらにその外側にはワイヤの中央

部が励磁されるように励磁コイルを置き、正弦波交

流磁界で励磁させた。検出コイルの両端にはダイオ

ードブリッジ及びコンデンサを接続し、正負双方の

パルス出力の整流・平滑化を行った。 

実験結果 

Fig. 2に f = 10 kHzの交流磁界で励磁させたときの

検出コイルのパルス(開放電圧)、およびコンデンサ

電圧を示す。14 V程度の平滑化された電圧が得られ、

さらに空芯コイルで同様の測定を行ったところ、誘

導起電力は 0.5 V程度であったことから、ワイヤに

より 10倍以上増幅された定電圧が得られることが

分かった。 

本研究と平行して、我々は給電用コイルの誘導起

電力の増幅として、MnZnフェライトを利用した測

定を行っている 3) 。Fig. 3は、同一のコイルについ

て、f = 100 kHzの交流磁界で励磁した場合における、

0.7×0.7×5 mm3のMnZnフェライトをコアとした場

合、および空芯の場合の誘導起電力の測定結果であ

る。回路パラメータの詳細や、同一条件におけるワ

イヤコア及びMnZnフェライトコアによる定電圧化

の比較について当日報告する。 
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